
令和７年（2025 年）８月 13 日

報道関係 各位

所

真庭市では、バ・アンド・コー株式会社（東京都渋谷区）と連携し、蒜山を舞台に、自然との

新たな関係性を模索し、ビジネスや活動に還元するヒントを探る 5 日間の実践型イベント「ひる

ぜんネイチャーウィーク」を開催します。国際的にも注目が高まる「ネイチャーポジティブ

（Nature Positive）」の考え方を学び、実際の地域フィールドで行動に移す機会として全国から参

加者を募集します。

概要▶

１．場所 シェアオフィス蒜山ひととき（真庭市蒜山上福田１２０５番 ７８０）

２．期間 ①カンファレンス ：令和 7 年 10 月 7 日（火）～ 10 月 9 日（木）

②アクションツーリズム：令和 7 年 10 月 10 日（金）～ 10 月 11 日（土）

３．内 容 別紙参照

取材にお越しになる場合、前日までに問い合わせ先にご連絡をお願いします。

▼ プログラム概要・ご応募はこちらから

https://maniwa-city.note.jp/p/hiruzen_nature_week

蒜山でネイチャーポジティブを考え、実践する５日間！

自然とともに価値を生む新しい仕事のかたちを探る

「ひるぜんネイチャーウィーク」開催！
期間▶令和７年10月７日（火）～10月 11日（土）

場所▶シェアオフィス蒜山ひととき（真庭市蒜山上福田1205番 780）

お問い合わせ先・発信元▶

・産業政策課（担当：平澤・三浦）

TEL 0867-42-1033

・ネイチャーウィーク担当事務局

hiruzen_hitotoki@ba-and.co

真庭市役所



（別紙）

■ 概要

１．ひるぜんネイチャーウィーク

「ひるぜんネイチャーウィーク」は、前半 3 日間のカンファレンスと、後半 2 日間のアクショ

ンツーリズムで構成されます。

l ひるぜんカンファレンス

政策・学術・ビジネス分野の実践者が集まり、ネイチャーポジティブの全体像を理解し、自ら

の関わり方を考える 3 日間。潮流や構造から具体的な事例までを体系的に学びます。

DAY1（10/7）｜ネイチャーポジティブとは

政策や社会的インパクト、アカデミックな視点から“なぜ今必要なのか”を俯瞰的に理解する。
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基調講演-1｜ネイチャーポジティブの潮流（11:10～11:40）

登壇者：香坂 玲氏（東京大学農学生命科学研究科/農学部 森林風致計画学研究室 教授）

基調講演-2｜アカデミックから見るネイチャーポジティブ（12:40～13:10）

登壇者：増井太樹氏（公益財団法人阿蘇グリーンストック専務理事 ）

クロストークセッション｜なぜネイチャーポジティブが必要なのか？（13:10～14:00）

登壇者：香坂 玲氏（東京大学農学生命科学研究科/農学部 森林風致計画学研究室 教授）

増井太樹氏（公益財団法人阿蘇グリーンストック専務理事 ）

モデレーター：植原正太郎氏（NPO 法人グリーンズ 共同代表）

平澤洋輔氏（真庭市産業観光部産業政策課回る経済推進係係長）

DAY2（10/8）｜ネイチャーポジティブのフロンティア

国内外の実践事例から、自然を起点とした社会実装の可能性や課題を学ぶ。

基調講演｜NbS(Nature based Solution)を社会実装するには？（10:10～10:40）

登壇者：林 篤志氏（paramita 共同代表・Next Commons Lab ファウンダー）

事例紹介｜全国のネイチャーポジティブな取り組み紹介（10:40～11:10）

登壇者：植原正太郎氏（NPO 法人グリーンズ 共同代表）

クロストークセッション｜ネイチャーポジティブの社会実装における課題と可能性（11:10～

12:00）

登壇者：林 篤志氏（paramita 共同代表・Next Commons Lab ファウンダー）

植原正太郎氏（NPO 法人グリーンズ 共同代表）

モデレーター：平澤洋輔氏（真庭市産業観光部産業政策課回る経済推進係係長）
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トークセッション｜自治体が仕掛けるネイチャーポジティブ（13:00～14:30）

登壇者：芝山 有朋氏（尾鷲市水産農林課長）

白濱 雄太氏（白馬村 GX 統括監）

平澤洋輔氏（真庭市産業観光部産業政策課回る経済推進係係長）

モデレーター：増村 江利子氏（greenz.jp 編集長／NPO 法人グリーンズ 共同代表）

DAY3（10/9）｜ネイチャーポジティブの始め方

自ら取り組みを始めるための「最初の一歩」を見出し、明日からのアクションにつなげる機会

にする。

トークセッション-1｜蒜山のネイチャーポジティブな取り組み（10:15～11:45）

登壇者：千布 拓生氏（蒜山自然再生協議会）

水野 倫太郎氏（株式会社 ICHIZEN HOLDINGS 代表取締役 ）

内池智広氏（大成建設株式会社 クリーンエネルギー・

環境事業推進本部 自然共生技術部 生物多様性技術室 室長）

モデレーター：荻野 高弘氏（バ・アンド・コー株式会社 企画部 ）

トークセッション-2｜暮らし起点のネイチャーポジティブな未来とは？（13:00～14:30）

登壇者：曽 緋蘭氏（株式会社 ROOTS 共同代表/ソーシャルデザイン）

奥田 宥聡氏（合同会社 Poietica）

平澤洋輔氏（真庭市産業観光部産業政策課回る経済推進係係長）

モデレーター：植原 正太郎氏（NPO 法人グリーンズ 共同代表）
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l ひるぜんアクションツーリズム

蒜山の自然・文化を体感し、具体的なプロジェクトの種を生み出す 2 日間。自然資源を起点と

した共創や新しい仕事の形を実験的に探るプロジェクト創出プログラムです。この 1 泊 2 日をス

タートとして、提案希望者に対して、プロジェクト伴走（創出）支援を約 3 ヶ月行います。

【現地ツアーゲスト】墨屋 百香氏（隈研吾建築都市設計事務所）

DAY1（10/10）｜蒜山の歴史文化と自然を知るフィールドワーク

蒜山郷土博物館の見学や草原のフィールドワーク、地元プレイヤーとの交流を通じて、蒜山の自

然共生の取り組みにつながる土壌を学ぶ。

DAY2（10/11）｜アイデア検討のワークショップ

蒜山の自然や地域資源を活用した事業アイデアを検討するワークショップを実施。フィールドワ

ークの学びを起点に、実現可能性のある共創プロジェクトの種を探る。

２．プレイベント

「地域共創で生み出すネイチャーポジティブ ～産官学連携で生物多様性を回復する方法～」

「ひるぜんネイチャーウィーク」に先立ち、専門家や現場の実践者を迎え、ネイチャーポジティ

ブの基本から、地域での実践事例、ビジネスとの接点までを探ります。なぜ今、地域と企業の共

創が鍵になるのか。どんな取り組みが可能なのか。クロストークと質疑応答を交えながら、その

本質に迫ります。

日 時：令和 7 年 9 月 9 日（火）午後８時～９時 30 分（オンライン開催）

場 所：オンライン(Zoom ミーティング)

参加費：無料

登壇者：近藤倫生氏（東北大学）

植原正太郎氏（NPO 法人グリーンズ 共同代表）

平澤洋輔氏（真庭市産業観光部産業政策課回る経済推進係係長）


